
10

10

5

2

10

10

5

10

10

③ 業務ふりかえり
（10点） 10

3 10

4 5

5 5

100

各評価項目の評価点は、次を目安に評価する。
＜５点満点＞ ＜１０点満点＞

　・ 非常に優れている／非常に期待できる　　 ５点 １０〜９点
　・ 優れている／期待できる ４点 ８〜７点
　・ 委託先として望ましい水準 ３点 ６〜５点
　・ やや劣る／あまり期待できない ２点 ４〜３点
　・ 要求水準を明らかに満たしていない １点 ２〜１点
　・ 提案がなされていない ０点 ０点

プロジェクト参加者が今後の社会貢献活動に活かされる内容かつ次年度以
降の本業務にとって、有益な内容となっているか。

プロジェクトの組成・推進
（25点）

1

NPO法⼈の課題把握、プロジェクト推進にあたり、専門的な知⾒及び経験を
有する者が配置されているか。

プロジェクトの円滑な進捗を⽀援するために適切な考え⽅を有しているか。

各ミーティングの内容は適切かつ効果的な内容となっているか。

本業務の目的を⼗分に理解した上で、全体の企画が⽰されているか。また、
仕様書に合致しているか。

本業務を円滑かつ効果的に実⾏するための体制が確保されているか。

業務の実施スケジュールに実現性があるか。

①

②

プロボノワーカーの発掘・育成
（20点）

プロボノワーカーの発掘に向けて効果的な事業内容となっているか。

プロジェクトに必要なプロボノワーカーの発掘想定⼈数が適切か、かつ、育成
内容が具体的で効果的か。

実施計画や事業実施能⼒・体制
（25点）

　提案内容・・・①＋②＋③（55点）

合　　計

同種業務の受託実績があり、本業務の遂⾏に有益な知⾒を有していると判
断できるか。

仕様書に記載されている内容以外に、業務の推進、目的達成のために必要
とみとめられる提案がなされているが。

５点×応募者中の最低⾒積額／提案者の⾒積額
※小数点以下第１位を四捨五入

他自治体等での実績
（10点）

積極性
（5点）

価格点
（5点）

評価項目 配　点区分

やまなしプロボノ・チャレンジプロジェクト業務委託に係る
委託候補者選定の手順及び審査の基準

１　選定の手順
　（１）審査委員による企画提案の審査
　　　○各項目の得点（審査委員の評価点に係数を乗じて得た得点）を合計したものを審査点とする。
　（２）委託候補者の選定
　　　○各審査委員の審査点を合計して総合点を算出し、得点の多い順に委託候補者として選定する。
　　　○ただし、次のいずれかに該当する企画提案者は順位にかかわらず委託候補者としない。
　　　　・審査委員の２名以上が評価点１点（配点１０点の項目は２点）未満とした審査項目が１つ以上ある場合
　　　　・審査委員の３名以上が審査点を５０点未満とした場合
　　　○総合点が同点の者が生じた場合は、審査会において協議の上、順位を決定する。

２　審査基準


